エラー! スタイルが定義されていません。   ii
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Windows Small Business Server 2003 環境でユーザー デスクトップをホストする Windows Server 2003 ターミナル サーバーの展開
はじめに
Microsoft® Windows® Small Business Server 2003 ネットワークにサーバーを追加することで、ターミナル サーバーを有効にできます。ターミナル サーバーを使用して、ユーザーのデスクトップをホストできます。ターミナル サーバーを使用することでデスクトップ ハードウェアの稼動範囲が広がるので、組織の資金を節約できます。
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注
また、アプリケーションおよびデータの集中管理用のターミナル サーバーで、基幹業務アプリケーションをホストできます。ターミナル サーバーで基幹業務アプリケーションをホストすることに関する詳細については、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「プログラム考慮事項」を検索してください。さらに、Microsoft TechNet Web サイトで「Hosting Applications with Terminal Server」(英語情報) を参照してください。
概要
Windows Small Business Server 2003 をインストールし、作業の一覧を完成した後で、追加のサーバーをネットワークに参加させ、ターミナル サーバーとして構成できます。
ターミナル サーバーとは?
Windows Server™ 2003 のターミナル サーバー コンポーネントにより、集中管理されたサーバーから、ほとんどすべてのデスクトップ コンピューティング デバイス (Windows を実行できないものも含む) に、Windows ベースのアプリケーションや Windows デスクトップを提供できます。ターミナル サービスはプログラムのユーザー インタフェースだけをクライアント コンピュータに転送します。クライアント コンピュータは、サーバーで処理されるキーボード操作やマウス操作を返信します。ターミナル サーバーでは、リモート デスクトップ プロトコル (RDP) を使用してクライアントとサーバーの間で通信します。
ターミナル サーバーに接続しているクライアント コンピュータでは、Windows (Microsoft™ Windows™ CE オペレーティング システムを含む) を実行でき、Apple Macintosh や UNIX (サード パーティのアドオンを使用) など、他のオペレーティング システムを実行できます。各ユーザーに表示されるのは、サーバー オペレーティング システムにより透過的に管理され、他のクライアント セッションに依存しない、個人のセッションのみです。
Windows Small Business Server 環境でターミナル サーバーを計画および展開するプロセス
以下の手順を実行して、小規模ビジネスのデスクトップをホストするターミナル サーバーを計画および展開します。
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注
ターミナル サーバーを展開して基幹業務アプリケーションをホストする場合、アプリケーションにターミナル サーバーとの互換性があることを確認する必要があります。ターミナル サーバーで基幹業務アプリケーションをホストすることに関する詳細については、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「プログラム考慮事項」を検索してください。さらに、Microsoft TechNet Web サイトで「Hosting Applications with Terminal Server」(英語情報) を参照してください。
1. サーバー リソースの計画を立てます。
2. ライセンス モードを選択します。
3. サーバーでのターミナル サーバーの役割を構成します。
4. 管理者アカウントを作成します。
5. コンピュータ アカウントを作成して、ネットワークに接続します。
6. ターミナル サーバー ライセンスを構成します。
7. [マイ ドキュメント] をリダイレクトします。
8. クライアント アプリケーションをインストールします。
9. クライアント コンピュータを構成します。
サーバーとネットワーク リソースの計画
最適なパフォーマンスとユーザーの操作性のために、サーバーとネットワーク ハードウェアが十分にアップグレードおよび構成されていることを確認します。サーバーとネットワーク リソースの計画に関わる基本的な作業は、以下のとおりです。
1. 追加するサーバーの容量を計画します。
2. ネットワーク接続を計画します。
3. プリンタについて計画します。
追加するサーバーの容量の計画
ターミナル サーバーの容量は、ユーザーの種類、サーバーとネットワークの構成、およびホストしているアプリケーションなどの要因によって異なります。適切なパフォーマンスを得るには、ターミナル サーバーに最低でも 128 MB の RAM が必要で、ユーザーの種類に応じて、サーバーでアプリケーションを実行中のユーザーごとに追加の RAM が必要になります。
マルチプロセッサ構成により、CPU の可用性を最大限にできます。通常、必要なプロセッサとメモリは、スケールの変化と共に直線的に拡張されます。マルチプロセッサ対応の Pentium システムでは、プロセッサの数を 2 倍にして、メモリの容量を 2 倍にすることで、ほぼ 2 倍のユーザーをサポートできます。このため、マルチプロセッサをサポートするシステムを購入すると、最初に購入したプロセッサが 1 つだけの場合でも、ニーズの拡大に応じて簡単に容量を追加できます。
以下のガイドラインを使用して、サーバーの容量のニーズを判断します。
· ユーザーの需要。ターミナル サーバーのユーザーが消費する RAM と CPU の容量は、ユーザーが使用するアプリケーションの機能、ユーザーがアプリケーションを使用する頻度、および時間単位で行う作業量によって異なります。
· アプリケーションの考慮事項。サーバーにインストールする計画のある各アプリケーションのシステム必要条件を慎重に確認し、同時に実行され得るユーザー セッションの数に応じて増加する RAM と CPU の必要量を考慮します。ターミナル サーバーでは、実行可能なリソースを個別のユーザー間で共有するため、通常、アプリケーションを最初に読み込んだユーザーのメモリの必要量よりも、同じプログラムを実行する新たなユーザーのメモリの必要量のほうが少なくなります。
· ターミナル サーバー ライセンスの考慮事項。ターミナル サーバー ライセンスのインストールには、約 1 MB (メガバイト) のディスク領域が必要です。
展開後のサーバーの負荷を監視して、サーバーに適切な容量があることを確認します。
ネットワーク接続の計画
ターミナル サーバーは、低帯域幅の接続でも非常に適切に機能し、どのような IP 接続を提供されても使用できます。ただし、実行される作業に適した接続の種類を使用することで、アプリケーションと全体的なネットワーク パフォーマンスの両方を最適化できます。たとえば、1 人のユーザーが低帯域幅のモデム ラインで接続する場合は良好なパフォーマンスを得られますが、100 人のユーザーがいる活動的なオフィスで、28.8 キロビットのラインを共有することは適切ではありません。
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注
印刷、サウンド、ドライブのリダイレクト、およびユーザーのファイル転送要求がある場合、帯域幅の必要量を増加することが、パフォーマンスをユーザーの許容範囲内に収めることにつながります。
プリンタについての計画
ユーザーがターミナル サーバーにログオンすると、サーバーはクライアントのローカル プリンタを検出し、リモート コンピュータに適切なプリンタ ドライバをインストールします。クライアント コンピュータに複数のプリンタが接続されている場合、既定では、ターミナル サービスでは、すべての印刷ジョブをクライアント コンピュータが通常使うプリンタにルーティングします。リダイレクトされたローカル プリンタのリモート デスクトップ セッションでは、Windows クライアント コンピュータにドライバがインストールされたプリンタのみ使用できます (サーバー側のプリンタはいつでも使用できます)。プリンタのドライバがクライアントのオペレーティング システムに組み込まれていない場合、手作業でサーバーにインストールする必要があります。
ライセンス モードの選択
組織でターミナル サーバーを使用する場合、ターミナル サーバーにアクセスするデバイスのターミナル サーバー クライアント アクセス ライセンス (CAL) だけでなく、組織に展開するすべてのターミナル サーバーに Windows Server 2003 のライセンスが必要になります。Windows Server 2003 を実行中のターミナル サーバーには、2 種類の ターミナル サーバー CAL があります。
· 接続デバイス数
· 接続ユーザー数
ターミナル サーバーの使用方法によって、どちらの CAL を選択するかが決定します。既定では、ターミナル サーバーは接続デバイス数モードで構成されますが、ターミナル サービス構成ツール (TSCC.msc) を使用して、接続ユーザー数モードに切り替えられます。同じライセンス サーバーから両方のライセンスの種類を提供できます。ライセンス モードの設定方法については、Microsoft TechNet Web サイトで「Hosting Applications with Terminal Server」(英語情報) を参照してください。
ネットワーク上のターミナル サーバーのライセンス サーバーにより、ターミナル サービス CAL が管理されます。ライセンス サーバーには、ターミナル サーバーにインストールされたすべてのターミナル サーバー CAL トークンが格納され、クライアントに発行されたライセンス トークンを追跡します。ターミナル サーバーのライセンスの詳細については、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「ターミナル サーバー ライセンスの概要」を検索します。
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注
ユーザーがターミナル サーバーからアクセスする各サービスまたはアプリケーションは、適切にライセンスが供与されている必要があります。アプリケーションまたはサービスがターミナル サーバーから間接的にアクセスされる場合でも、通常、デバイスごとにアプリケーション ライセンスおよび CAL が関連付けられている必要があります。詳細については、製品ドキュメント、使用許諾契約書 (EULA)、または製品の使用に関する権利を指定するその他のドキュメントを確認してください。
接続デバイス数ライセンス モード
接続デバイス数 CAL では、Windows Server 2003 を実行中のターミナル サーバーにアクセスする権利を各クライアント コンピュータに提供します。接続デバイス数 CAL はローカルに格納され、クライアント コンピュータがターミナル サーバーに接続するたびにターミナル サーバーに提示されます。
接続デバイス数ライセンスは以下の場合に適しています。
· 顧客が所有または管理するデバイスでユーザーのプライマリ デスクトップをホストしている場合。
· 稼働日の大部分をターミナル サーバーに接続するシン クライアントまたはコンピュータの場合。
たとえばインターネット カフェのコンピュータなど、サーバーにアクセスしているデバイスを管理しない場合、またはネットワークの外部からターミナル サーバーに接続するビジネス パートナーが存在する場合は、この種類のライセンスは適しません。
接続ユーザー数ライセンス モード
接続ユーザー数ライセンス モードでは、ユーザーごとに 1 つずつライセンスを所持する必要があります。接続ユーザー数ライセンスでは、1 人のユーザーが数限りないデバイスからターミナル サーバーにアクセスできます。また、必要な CAL は 1 つのみで、デバイスごとの CAL は必要ありません。
接続ユーザー数ライセンスは以下の場合に適しています。
· 移動ユーザーにアクセスを提供する場合。
· 複数のコンピュータ (たとえば、ポータブル コンピュータとデスクトップ コンピュータ) を使用するユーザーにアクセスを提供する場合。
· コンピュータからではなく、ユーザーからのネットワークへのアクセスを組織で簡単に追跡できるようにする場合。
ユーザーがターミナル サーバーへのアクセスに使用するデバイスの台数分ではなく、ターミナル サーバーにアクセスするユーザーの人数分のライセンス料を支払うことになるので、通常、組織内にユーザー数よりも多くの台数のコンピュータがある場合、接続ユーザー数ライセンスによるターミナル サーバーの展開で費用効果が高くなる場合があります。ホストすることを計画しているアプリケーションを確認して、EULA で接続ユーザー数ライセンスがサポートされているかどうか判断します。
ターミナル サーバーの役割の構成
サーバーを追加した後で、そのサーバーをターミナル サーバーで構成します。サーバーの追加の詳細については、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「追加のサーバーを追加する」を検索します。
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重要
ターミナル サービスでは複数のユーザーをサポートするので、ファイル アロケーション テーブル (FAT) ではなく Windows Server 2003 バージョンの NTFS ファイル システムを、サーバーの唯一のファイル システムとして使用することをお勧めします。FAT ではユーザーまたはディレクトリのセキュリティが提供されませんが、NTFS ではサブディレクトリを特定のユーザーまたはユーザーのグループに制限できます。これはターミナル サービスのような複数ユーザー システムでは重要です。NTFS で提供されるセキュリティがないと、誰でもターミナル サーバーのすべてのディレクトリとファイルにアクセスできます。ファイル システムの詳細については、Microsoft TechNet Web サイトで「Designing and Deploying File Servers」(英語情報) を参照してください。
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ターミナル サーバーをインストールする方法
ローカル管理者アカウントを使用して、追加したサーバーにログオンします。
1. [スタート] ボタンをクリックし、[サーバーの役割管理] をクリックして、[役割を追加または削除する] をダブルクリックします。[サーバーの構成ウィザード] が起動されます。
2. [サーバーの役割] ページで [ターミナル サーバー] をクリックし、[次へ] をクリックします。
3. [選択内容の概要] ページで [次ヘ] をクリックして、構成を開始します。構成処理の一環としてコンピュータが再起動されます。
管理者アカウントの作成
次に、追加したサーバーを管理するために、ドメイン管理者アカウントを作成します。
[image: image8.wmf]
重要
ユーザー追加ウィザードを使用してドメイン管理者アカウントを作成し、追加したサーバーを管理します。既にユーザー追加ウィザードを使用してドメイン管理者アカウントを作成している場合は、この手順を省略できます。
[image: image9.wmf]
追加したサーバー用に管理者アカウントを作成する方法
1. ローカル管理者アカウントを使用して Windows Small Business Server 2003 を実行中のコンピュータにログオンします。
2. [スタート] ボタンをクリックして、[サーバー管理] をクリックします。
3. コンソール ツリーで、[ユーザー] をクリックします。
4. 詳細ウィンドウで、[ユーザーの追加] をクリックします。
5. ユーザー追加ウィザードが起動されます。
· [テンプレートの選択] ページで、[テンプレート] ダイアログ ボックスの [Administrator Template] をクリックします。
· [クライアント コンピュータのセットアップ] ページで、[コンピュータをセットアップしない] をクリックします。
· [ユーザー追加ウィザードの完了] ページで、[完了] をクリックします。
コンピュータ アカウントの作成とネットワークへの接続
次に、追加したサーバーの Windows Small Business Server ネットワークでのアカウントを作成して、サーバーをネットワークに参加させます。
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コンピュータ アカウントを作成する方法
1. ローカル管理者アカウントを使用して Windows Small Business Server 2003 を実行中のコンピュータにログオンします。
2. [スタート] ボタンをクリックして、[サーバー管理] をクリックします。
3. コンソール ツリーで、[サーバー コンピュータ] をクリックします。
4. 詳細ウィンドウで、[サーバー コンピュータのセットアップ] をクリックします。サーバーのセットアップ ウィザードが起動されます。
5. ウィザードの指示に従って、サーバー コンピュータを作成します。
[image: image11.wmf]
ターミナル サーバーをネットワークに接続する方法
1. 新しいサーバーにローカル管理者アカウントを使用してログオンします。
2. Internet Explorer で http://ServerName/connectcomputer に移動し、[ネットワークにすぐに接続する]をクリックします。
[image: image12.wmf]
注
Internet Explorer は既定ではターミナル サーバーに対して制限されていません。ただし、サイトにアクセスできない場合、Internet Explorer の [ツール] メニューの [インターネット オプション] をクリックします。[セキュリティ] タブで、[信頼済みサイト] をクリックし、[サイト] をクリックします。[信頼済みサイト] ダイアログ ボックスで、信頼済みサイトの一覧に「http:// ServerName /connectcomputer」を追加します。[このゾーンのサイトにはすべてサーバーの確認 (https:) を必要とする] チェック ボックスがオフになっていることを確認します。
3. ウィザードの指示に従って、このコンピュータをネットワークに接続します。ユーザー追加ウィザードの実行時に作成した管理者ユーザー名とパスワードを使用します。
ターミナル サーバー ライセンスのインストール
ネットワークにサーバーを参加させた後で、そのサーバーをターミナル サーバー ライセンスで構成します。サーバーの追加の詳細については、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「ターミナル サーバー ライセンス」を検索します。
[image: image13.wmf]
ターミナル サーバー ライセンスを構成する方法
1. [スタート] ボタンをクリックし、[コントロール パネル] をポイントして、[プログラムの追加と削除] をクリックします。
2. [Windows コンポーネントの追加と削除] をクリックします。
3. [Windows コンポーネント ウィザード] ダイアログ ボックスで、[ターミナル サーバー ライセンス] をクリックして、[次へ] をクリックします。
4. [ターミナル サーバー ライセンスのセットアップ] ページで、ページの既定の設定をそのまま受け入れ、[次へ] をクリックします。
5. ターミナル サーバーのライセンス サーバー上の、ライセンス サーバー データベースがインストールされているファイル システムの場所を指定し、[次へ] をクリックし、[完了] をクリックします。ライセンス サーバー データベースの既定の場所は systemroot\System32\LServer です。
ライセンス サーバーのアクティブ化
ターミナル サーバーのライセンス サーバーをアクティブ化した後、そのサーバーはターミナル サーバーのクライアント ライセンスのリポジトリになります。ターミナル サーバーのライセンス サーバーは、最初にクライアントがログオンした日から 120 日間ターミナル サーバーの使用を許可する、クライアント用の一時ライセンスを発行できます。この評価期間の終了後は、ターミナル サーバーでは、クライアント ライセンスを発行するターミナル サーバーのライセンス サーバーをクライアントが指定しない限り、接続を許可しなくなります。アクティブ化プロセス中に設定した、アクティブ化の方法や会社の情報などのライセンス ウィザードのプロパティは、後で変更できます。
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ライセンス サーバーのアクティブ化の方法
1. [スタート] をクリックし、[コントロール パネル]、[管理ツール] の順にポイントして、[ターミナル サーバー ライセンス] をクリックします。
2. コンソール ツリーで、アクティブ化するターミナル サーバーのライセンス サーバーを右クリックして、[サーバーのアクティブ化] をクリックして [ターミナル サーバー ライセンス サーバーのアクティブ化ウィザード] を起動します。
3. [アクティブ化の方法] で、[自動接続 (推奨)] を選択して、[次へ] をクリックします。ウィザードの指示に従います。
ライセンス サーバーへのクライアント ライセンスの追加
ターミナル サーバーにクライアント コンピュータごとにクライアント アクセス ライセンスを購入し、ユーザーがターミナル サーバーを使用できるように、ライセンス サーバーにインストールする必要があります。ターミナル サーバーのライセンスの詳細については、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「ターミナル サーバー ライセンス」を検索します。
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注
既定では、ターミナル サーバー ライセンスは接続デバイス数モードに設定されています。接続ユーザー数モードに変更するには、[スタート] をクリックして、[管理ツール] をクリックして、[ターミナル サービス構成] をクリックします。コンソール ツリーで、[サーバーの設定] をクリックします。詳細ウィンドウで、[ライセンス] をダブルクリックします。[ライセンス モード] ダイアログ ボックスで、ドロップダウン リスト ボックスから [接続ユーザー数] をクリックして [OK] をクリックします。
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クライアント ライセンス キー パックのインストール
1. ターミナル サーバーで、[スタート] をクリックし、[コントロール パネル]、[管理ツール] の順にポイントして、[ターミナル サーバー ライセンス] をクリックします。
2. キー パックをインストールするターミナル サーバー ライセンス サーバーを右クリックして、ターミナル サーバー ライセンスのインストール方法が [自動] に設定されていることを確認します。[インストール方法] タブで、必要に応じてインストール方法を変更します。
3. コンソール ツリーで、キー パックをインストールするターミナル サーバー ライセンス サーバーを右クリックして、[ライセンスのインストール] をクリックし、[ターミナル サーバー CAL インストール ウィザード] を起動して、[次へ] をクリックします。
ターミナル サーバー CAL インストール ウィザードを既に起動している場合は、上の手順は必要ありません。
4. [プログラムとクライアントのライセンス情報] で、ライセンス プログラムがキー パックを受け取るのに必要な情報を指定し、[次へ] をクリックします。
Microsoft クリアリング ハウスで要求が処理され、暗号化されたライセンス キー パックが、ターミナル サーバーのライセンス サーバーにインストールされます。
5. [完了] をクリックしてプロセスを完了します。
これで、ターミナル サーバー ライセンス サーバーはターミナル サーバーに接続するクライアントにライセンスを発行できます。
[マイ ドキュメント] のリダイレクト

Windows Small Business Server 2003 を実行中のサーバーにユーザーの [マイ ドキュメント] フォルダをリダイレクトし、フォルダにボリューム クォータを適用することをお勧めします。既定では、ユーザーの [マイ ドキュメント] フォルダはターミナル サーバーのユーザー プロファイルに保存されています。[マイ ドキュメント] のリダイレクトと Small Business Server 2003 のバックアップ機能を使用する場合、ユーザーのデータは、サーバーのその他の部分と同様にバックアップされます。ユーザーの [マイ ドキュメント] フォルダをターミナル サーバーから Windows Small Business Server 2003 にリダイレクトすることに関する詳細については、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「フォルダのリダイレクト」を検索します。
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注
[マイ ドキュメント] のリダイレクトは、ドメインのすべてのユーザーに対して有効になります。
クライアント アプリケーションのインストール

Windows Small Business Server 2003 を実行中のコンピュータで、クライアント アプリケーションを使用できます。また、クライアント アプリケーションをターミナル サーバーにインストールできます。また、ターミナル サーバーに他のクライアント アプリケーションをインストールすることもできます。ターミナル サーバーでのアプリケーションのインストールおよび実行の詳細については、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「ターミナル サーバー」を検索します。
Outlook のインストール
Windows Small Business Server 2003 を実行中のサーバーから、ターミナル サーバーに Microsoft® Office Outlook® 2003 をインストールできます。
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注
この手順を開始する前に、Applauncher.exe の実行が完了していることを確認してください。Applauncher.exe の状態を確認するには、Ctrl キーと Alt キー と Delete キーを同時に押して、[タスク マネージャ] をクリックします。[プロセス] タブで、Applauncher.exe が表示されないことを確認します。
[image: image19.wmf]
Outlook をインストールする方法
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注
この手順を開始する前に、Applauncher.exe の実行が完了していることを確認してください。Applauncher.exe の状態を確認するには、Ctrl キーと Alt キー と Delete キーを同時に押して、[タスク マネージャ] をクリックします。[プロセス] タブで、Applauncher.exe が表示されないことを確認します。
1. 追加したサーバーにドメイン管理者アカウントを使用してログオンします。
2. [スタート] ボタンをクリックして、[ファイル名を指定して実行] をクリックし、「\\ ServerName」と入力します。
3. [ClientApps] をダブルクリックして、[outlook2003] をダブルクリックします。
4. Setup.exe をダブルクリックし、セットアップの指示に従います。
5. インストールの終了後、[次へ] をクリックし、[完了] をクリックして、Outlook Setup を閉じます。セットアップで起動されたウィザードが閉じられることを確認します。
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注
ターミナル サーバーのユーザーごとに Outlook を構成する必要はありません。ユーザーが最初にログオンするとき、Client Setup によって Outlook が自動的に構成されます。
ターミナル サーバーのユーザーは、Exchange キャッシュ モードを使用できません。
Internet Explorer のインストール
Windows Server 2003 には、適切なバージョンの Internet Explorer が含まれているので、ターミナル サーバーに Internet Explorer をインストールする必要はありません。[お気に入り] メニューおよび接続の設定は Client Setup によって構成されます。[お気に入り] メニューのリンクの一部は、Microsoft ActiveX® コントロールまたは証明書が必要な項目を指しています。これらのリンクに Internet Explorer を対応させるには、以下の手順を実行します。
ターミナル サーバーのユーザー用の FAX の構成
Windows Small Business Server 2003 を実行中のサーバーに FAX サービス をインストールして、Windows Small Business Server 2003 を実行中のサーバーをターミナル サーバーのユーザーの FAX サーバーとして構成できます。追加したサーバーでの FAX サービスのホストの詳細については、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「FAX を使用する」を検索します。
ターミナル サーバーのユーザー用に FAX サービスを構成するには、ターミナル サーバーと、サービスを使用する各クライアント コンピュータを構成する必要があります。次の手順を実行して、FAX の使用に合わせてターミナル サーバーを構成します。ターミナル サーバーの使用に合わせてクライアント コンピュータを構成するとき、クライアント コンピュータも FAX の使用に合わせて構成する必要があります。
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FAX 用にターミナル サーバーを構成する方法
1. ターミナル サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[コントロール パネル] をポイントして、[プログラムの追加と削除] をクリックします。
2. [Windows コンポーネントの追加と削除] をクリックします。
3. [FAX サービス] チェック ボックスをオンにして、[次へ] をクリックします。
4. [このプリンタを共有しない] をクリックして、[次へ] をクリックします。
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注
Windows Server 2003 オペレーティング システムの CD-ROM を要求される場合があります。
5. [完了] をクリックします。
クライアント コンピュータの構成
ターミナル サーバーにアクセスするようにクライアント コンピュータを構成するには、各クライアントコンピュータにリモート デスクトップ接続をインストールする必要があります。リモート デスクトップ接続をインストールした後で、FAX サービス用にクライアント コンピュータを構成できます。
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クライアント コンピュータにリモート デスクトップ接続をインストールする方法
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注
Windows Server 2003、Windows XP、およびほとんどのバージョンの Windows CE をインストールすると、既定でリモート デスクトップ接続ツールがインストールされます。Windows および Pocket PC の初期のバージョンでは、手作業でリモート デスクトップをインストールする必要があります。
1. クライアント コンピュータで、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックして、次のように入力します。
\\ ServerName \clientapps
2. [tsclient] をクリックします。
3. [Win32] フォルダをダブルクリックし、[Setup.exe] をダブルクリックします。
4. リモート デスクトップ接続 InstallSheild ウィサードを完了します。
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FAX サービス用にクライアント コン－ピュ－タを構成する方法
[image: image27.wmf]
注
ユーザーがターミナル サーバーにログオンすると、サーバーはクライアントのローカル プリンタを検出し、リモート コンピュータに適切なプリンタ ドライバをインストールします。
1. 各クライアント コンピュータから、[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、[アクセサリ]、[通信] の順にポイントし、[リモート デスクトップ接続] をクリックして、リモート デスクトップ接続を使用してターミナル サーバーにログオンします。
2. [スタート] ボタンをクリックし、[プリンタと FAX] をクリックして、[プリンタの追加] をダブルクリックします。プリンタの追加ウィザードが起動します。
3. [次へ] をクリックします。
4. [ネットワーク プリンタ、またはほかのコンピュータに接続されているプリンタ] をクリックし、[次へ] をクリックします。
5. [ディレクトリ内のプリンタを検索する] をクリックして、[次へ] をクリックします。
6. [プリンタを検索します] ダイアログ ボックスで、[検索開始] をクリックします。
検索結果の一覧に、Fax という名前のプリンタが表示されます。Fax という名前のプリンタをクリックし、[OK] をクリックします。
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注
クライアント オペレーティング システムのメディアを要求される場合があります。
7. このプリンタを通常使うプリンタとして設定するかどうかとの問い合わせに、[いいえ] を選択して、[完了] をクリックします。
関連情報
詳細については、以下のリソースを参照してください。
· ターミナル サーバーの詳細については、Microsoft Web サイトで「ターミナル サービス」を参照してください。
· ターミナル サーバーの展開に関する詳細については、Microsoft TechNet Web サイトで「Hosting Applications with Terminal Server」(英語情報) を参照してください。
Windows Small Business Server 2003 に関する最新情報については、Windows Small Business Server Web サイトを参照してください。
